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08/10・日本経常黒字、震災後最大に 1-6月8.1兆円 

    旅行収支が最大の5273億円黒字 所得収支は10兆円超の黒字（前年同月比2兆円強増） 

     貿易収支も原油安で輸入が3兆7000億円減で前年同月比5兆8000億円減の4220億円赤字 

 ⇒ポイント解説（７）参照  

  ・中国卸売物価5.4％下落（７月）＜１＞ 

    下落は41ヶ月連続で下落率はリーマンショック後の2009年以来の大きさ 

 

08/11・人民元２％切り下げ 輸出回復目指す ＜２＞ 

    中国人民銀行が対ドルレート「基準値」の算出方法を変更 前日終値は1ドル＝6.2097元 

  ・川内原発１号機再稼働 原発ゼロ2年ぶりに解消 9月上旬にも営業運転 ＜３＞ 

    管官房長官「安全の一義的責任は事業者にある」 

  ・南北非武装地帯「北朝鮮地雷で韓国軍２兵士負傷」韓国「明白な挑発」 

  ・ロシア景気後退 4-6月成長率２期連続マイナスの4.6％減 

    欧米の経済制裁で投資減少 ルーブル、1ヶ月で10％下落 

 

08/12・人民元、連日の基準値下げ1.6％ 相場4年ぶり安値 景気減速に危機感 ＜４＞ 

    日経平均が大幅安、一時300円超 訪日客消費の落ち込み警戒 米財務省も懸念声明 

  ・中国新車販売7.1％減（７月）リーマン以来の下げ幅 

 

08/13・元安誘導、世界揺らす 世界同時株安の様相 通貨安競争も 

 ⇒ポイント解説あります 

 

08/14・人民元、窮余の策に限界 切り下げ幅３日で4.5％ 副作用大きく 

  ・人民元４日ぶり引き上げ １ドル＝6.3975元 人民銀、引き下げ終了を示唆 

  ・TPP難航、日欧に連鎖 EPA交渉足踏み 農産品関税など対EU方針定まらず 

  ・マレーシア経済に暗雲 4-6月4.9％成長に減速 外貨準備1年で27％減 ＜５＞ 

 ・原油6年5ヶ月ぶり安値 NY一時41ドル台 中国景気に懸念 

 

08/15・安倍首相戦後70年談話（14日） 謝罪に区切りにじます ＜６＞ 

    ４つのキーワード網羅 「自ら謝罪」は避ける 中国へ配慮、韓国には冷淡 

  ・天皇陛下「深い反省」 戦没者追悼式で初の言及 

  ・韓国大統領 70年談話一定の評価 「歴代内閣を踏襲」 

  ・ギリシャ支援正式合意 ユーロ圏臨時財務相会合（ブリュッセル14日） 

    ３年11.9兆円（860億ユーロ） 債務負担軽減は議論先送り 

 

08/16・日本株投信に個人マネー ７月流入4000億円超 2年ぶり高水準 

  ・靖国神社に３閣僚が参拝 首相は私費「党総裁」肩書きで玉串料奉納   

 



 


